
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

令和 年 月 日

殿

提出者

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

令和 年 月 日 から 令和 年 月 日 まで

・燃え殻、廃酸､ゴムくず
処理業者へ委託

・汚泥、廃アルカリ
処理業者へ委託→燃料等として再資源化

・廃油
自社熱回収
再生処理業者へ委託

・廃プラスチック
自社熱回収
再生処理業者へ委託→燃料等として再資源化

・紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず
再生処理業者へ委託

（日本産業規格　A列４番）

事業場の所在地

新 潟 県 知 事

7

新潟県胎内市倉敷町２番２８号

株式会社クラレ 新潟事業所
事業所長 福田始弘

新潟県胎内市倉敷町２番２８号

そ の 処 理 に 関 す る 計 画 を 作 成 し た の で 、 提 出 し ま す 。

株式会社クラレ 新潟事業所事 業 場 の 名 称

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

7 4 1

化学工業

２６０億円

８５３人

①事業の種類

②事業の規模

③ 従 業 員 数

3

（第１面）

 当該事業場において現に行っている事業に関する事項

電話番号

氏名

住所

6 27

31計 画 期 間

0254-43-4449

廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 第 12条 第 ９ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 産 業 廃 棄 物 の 減 量 そ の 他

産業廃棄物処理計画書

8



（管理体制図）

別紙のとおり

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

ｔｔ 35.80 ｔ

117.00

　
②
計
画

上記を継続して実施

上記を継続して実施

紙くず

4.90 ｔ

ｔ

ｔ

 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

 産業廃棄物の分別に関する事項

分別し、他の廃棄物が混入しないように保管。

　
①
現
状

廃アルカリ

ゴムくず 金属くず ガラスく
ず・コンク
リートく

124.45

ｔ排 出 量 2.00 ｔ 1.60 ｔ 1.48 ｔ

産業廃棄物の種類

排 出 量

燃え殻

（第２面）

汚泥 廃油 廃酸 廃プラス
チック

木くず

12.70

【前年度 実績】6　
①
現
状

工程の改善

　
②
計
画

【目標】

ｔ

紙くず

ｔ7.10

産業廃棄物の種類
繊維くず

ｔ 124.99 ｔ

産業廃棄物の種類
繊維くず ゴムくず 金属くず

ｔ 9,255.71250.22 ｔ

ガラスく
ず・コンク
リートく

ｔ 300.01 ｔ 660.18 ｔ 92.53

ｔｔ ｔ ｔｔ 1.57 ｔ 49.21排 出 量 2.33 ｔ 1.40

木くず

排 出 量 10.00 ｔ 314.61 ｔ 710.60 ｔ ｔ 10,965.03

産業廃棄物の種類
燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃プラス

チック

ｔ170.03 ｔ

廃アルカリ



（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔｔ ｔｔ

ｔｔ ｔ ｔｔ

汚泥 廃油 廃酸 廃プラス
チック

ｔ

ｔ ｔ

紙くず 木くず燃え殻

ｔｔ ｔ

ｔｔ ｔｔ

ｔ

ｔ

廃プラス
チック

廃アルカリ

ｔ 696.85 ｔ 9,360.00 ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ 7,742.47 ｔｔ

ガラスく
ず・コンク
リートく

ゴムくず 金属くず

ｔ

ｔ

産業廃棄物の種類
燃え殻 汚泥 廃油

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔｔ

廃酸 廃プラス
チック

木くず

（第３面）

汚泥 廃油 廃酸 廃プラス
チック

木くず

【前年度 実績】

ｔ ｔｔ ｔ ｔ ｔｔ

6　
①
現
状

　
②
計
画

【目標】

ｔ

紙くず

ｔ

産業廃棄物の種類
燃え殻

繊維くず ゴムくず 金属くず

ｔ

ガラスく
ず・コンク
リートく

ｔ ｔｔ

ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物の種類
繊維くず ゴムくず 金属くず ガラスく

ず・コンク
リートく

ｔ

　
①
現
状

【前年度 6

　
②
計
画

【目標】

産業廃棄物の種類

ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ

繊維くず

ｔ

ｔｔ

木くず

ｔ ｔ 601.32 ｔ ｔ

燃え殻 汚泥 廃油 廃酸

ｔ

生産工程の安定化に努め、廃棄物の発生を抑制する。

ｔ 9,360.00 ｔｔ

ガラスく
ず・コンク
リートく

ｔ ｔ 696.85 ｔ

産業廃棄物の種類
繊維くず ゴムくず 金属くず

自ら熱回収を行う
ｔ

生産工程の安定化に努め、廃棄物の発生を抑制する。

廃アルカリ

ｔ ｔ

紙くず

ｔ 7,742.47 ｔ

ｔ601.32

ｔｔ

ｔ

 自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

ｔ

廃アルカリ

廃アルカリ 紙くず

ｔ

ｔ

実績】

ｔ

産業廃棄物の種類

ｔ
自 ら 再 生 利 用 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量する産業廃棄物の

量

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量した産業廃棄物の

量

自ら熱回収を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た

産 業 廃 棄 物 の 量

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量する産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行った

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量した産業廃棄物の

量

自 ら 再 生 利 用 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量



（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ

2.01

ｔ0.06 ｔ ｔ

ｔ ｔ2.33 ｔ 1.40 ｔ ｔ

0.16 ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ0.16 ｔ 47.14 ｔ

48.47

 自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

 産業廃棄物の処理の委託に関する事項

ｔ

ｔ

ｔ

全処理委託量 2.33 ｔ 1.40 ｔ ｔ 49.21 ｔ ｔ ｔ

廃アルカリ

廃アルカリ

ｔ4.90 ｔ1,513.24

木くず

ｔ

紙くず

ｔ

ｔ 124.99

ｔ

ｔ

紙くず

　
①
現
状

【前年度 6

優良認定処理業者

への処理委託量

ｔ 300.01 ｔ

産業廃棄物の種類
繊維くず ゴムくず

ｔ ｔ

ｔ ｔ

再 生 利 用 業 者

全処理委託量 12.70

工程の改善

汚泥 廃油 廃酸 廃プラス
チック

廃アルカリ

58.86

産業廃棄物の種類
燃え殻

58.86 250.22 ｔ

ｔ

ｔ 88.21 ｔ

ｔ 92.53 ｔ

1.57

12.70 ｔ

ｔ

産業廃棄物の種類
繊維くず ゴムくず 金属くず ガラスく

ず・コンク
リートく

海 洋 投 入 処 分 を 行 う ｔｔ

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ ｔ

産業廃棄物の種類
燃え殻

（第４面）

汚泥 廃油 廃酸 廃プラス
チック

木くず

【前年度 実績】6　
①
現
状

　
②
計
画

【目標】

ｔ

紙くず

ｔｔｔ

ｔ ｔｔ

ｔｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ

繊維くず ゴムくず

ｔ

汚泥 廃油 廃酸

ｔ

金属くず ガラスく
ず・コンク
リートく

212.64

ｔ

ｔ 48.32

ｔ

金属くず

ｔ

218.73 ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ

実績】

124.99 ｔ

12.70 ｔ 300.01

ｔ 3.17

3.17

ｔ

ｔ 19.57

ｔ

ｔ

1,018.48 ｔ29.14 ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ガラスく
ず・コンク
リートく

ｔ

4.32

734.59 ｔ

ｔ230.65

ｔ

ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は

ｔ554.01 ｔ 1.73

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託量
認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う ｔ 80.52 ｔ 10.54 ｔ

ｔ 88.21

ｔｔ

ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

産業廃棄物の種類
燃え殻

ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

ｔ

廃プラス
チック

木くず

産業廃棄物の種類

への処理委託量
認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

業者への処理委託量

優良認定処理業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

認定熱回収業者



（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

上記を継続して実施

ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ 1.60 ｔ ｔ

（第５面）

　
②
計
画

【目標】

10.00 ｔ 314.61

1.48

4.11 ｔ

ｔ 151.56

ｔｔ 1,103.47 ｔ 5.00

124.45 170.03

ｔ

木くず紙くず

全処理委託量 10.00 ｔ 314.61 ｔｔ 13.75 ｔ

産業廃棄物の種類
燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃プラス

チック
廃アルカリ

117.00 ｔ7.10 ｔ170.03 ｔ 1,605.03

ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ

124.45

ｔ

ｔ

124.45

170.03

ｔｔ ｔ

ｔ

117.005.50102.30 ｔ

726.36

ｔ 663.34ｔ

ｔ

ｔ 1.60 ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ガラスく
ず・コンク
リートく

2.00 ｔ 1.60

産業廃棄物の種類
繊維くず ゴムくず

ｔ

金属くず

ｔ35.80 ｔ ｔ ｔ

2.00 ｔ 1.60 ｔ 0.03 ｔ

ｔ

34.87 ｔ ｔ ｔ

2.00 ｔ ｔ 1.48 ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

1.02

ｔ0.20 ｔ ｔ

優良認定処理業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託量

ｔ ｔ

34.58

ｔ

ｔ

10.00

13.75 ｔ

ｔ 9.64 ｔ

ｔ 75.25 ｔ

優良認定処理業者

への処理委託量

認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

認 定 熱 回 収 業 者

全処理委託量

以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量



第 面 について2 管理体系図

（別　紙）


